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(57)【要約】
【課題】　携帯電話機やＰＤＡ（Ｐｅｒｓｏｎａｌ　ｄ
ｉｇｉｔａｌ　Ａｓｓｉｓｔａｎｔ）や携帯音楽プレー
ヤなどの携帯端末機器を受けたり展示したりするための
専用のスタンドとして、携帯端末機器をセットしたりピ
ックアップしたりすることが容易であり、携帯端末機器
の大きさや重さなどのタイプが異なるものであっても一
般的なものであれば受け入れが可能であり、また体裁が
良くて興趣を催させるものを提供する。
【解決手段】　携帯電話機やＰＤＡなどの携帯端末機器
の滑落防止手段を備えた受け台を、これを支える脚部に
対して傾斜させて且つこの傾斜角度を調節するための角
度調節手段を介して取り付けて成るものとした。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　携帯電話機やＰＤＡなどの携帯端末機器の滑落防止手段を備えた受け台を、これを支え
る脚部に対して傾斜させて且つこの傾斜角度を調節するための角度調節手段を介して取り
付けて成る、携帯端末機器用のスタンド。
【請求項２】
　受け台の携帯端末機器を受ける側の面とこれとは反対側の脚部に取り付けられる側の面
とが並行面を形成しておらず、脚部に取り付けられる側の面が脚部に対して受け台を回転
させるための実質的な回転手段を介して取り付けられて前記角度調節手段とされている、
請求項１に記載の携帯端末機器用のスタンド。
【請求項３】
　前記滑落防止手段が、受け台の面上に設けられたシリコンゴムなどの摩擦抵抗の大きな
滑落防止面である、請求項１または請求項２に記載の携帯端末機器用のスタンド。
【請求項４】
　前記滑落防止手段が受け台の縁部に設けた凸部である請求項１または請求項２に記載の
携帯端末機器用のスタンド。
【請求項５】
　前記角度調節手段が軸受けと回動軸との組から成るものである請求項１に記載の携帯端
末機器用のスタンド。
【請求項６】
　前記角度調節手段が球体継手を用いたものである請求項１に記載の携帯端末機器用のス
タンド。
【請求項７】
　前記角度調節手段がフレキシブルに設けられた脚部によるものである請求項１に記載の
携帯端末機器用のスタンド。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は携帯電話機やＰＤＡ（Ｐｅｒｓｏｎａｌ　ｄｉｇｉｔａｌ　Ａｓｓｉｓｔａ
ｎｔ）や携帯音楽プレーヤなどの携帯端末機器を置いたり展示したりするためのスタンド
に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　これまで家庭や会社などに於いて携帯電話機やＰＤＡの置き場所に困ることが多かった
。たいていはテーブルやソファー等の上に無造作に投げ置かれたりするが、そうすると他
の物の中に紛れ込んでしまって探すときに苦労することがままあった。そこで充電する用
もないのに充電器にセットするなどと言うようなことが行なわれていた。
【特許文献１】特になし
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　上述したような充電器をスタンド代わりに使用することは好ましくない。また身体や物
が一寸触れるだけでも携帯電話機が充電器から容易に外れ落ちてしまうようなことが起こ
る。そもそも専用のスタンドがあっても良いし、それは意匠的にも面白味のあるものであ
ることが望ましい。
【０００４】
　そこでこの発明は携帯電話機やＰＤＡや携帯音楽プレーヤなどの携帯端末機器を受けた
り展示したりするための専用のスタンドであって、セットしたりピックアップしたりする
ことが容易であり、携帯端末機器の大きさや重さなどのタイプが異なるものであっても一
般的なものであれば受け入れが可能であり、また体裁が良くて興趣を催させるような専用
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のスタンドの提供を課題とする。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　上記課題は、携帯電話機やＰＤＡなどの携帯端末機器の滑落防止手段を備えた受け台を
、これを支える脚部に対して傾斜させて且つこの傾斜角度を調節するための角度調節手段
を介して取り付けて成ることを特徴とする、携帯端末機器用のスタンドとすることにより
達成される。
【０００６】
　受け台は脚部に対して傾斜させて取り付けられているために、携帯端末機器を置いたり
取ったりというアクセスが容易である。またどの位置や角度から見ても携帯端末機器を視
認し易い。従って携帯端末機器の展示にも利用することができる。また受け台が滑落防止
手段を備えていることにより、携帯端末機器を受け台の上に無造作に置いたとしても、受
け台が携帯端末機器を取り零すような問題が生じにくい。しかも受け台の傾斜角度を調節
するための角度調節手段を備えているため、携帯端末機器で重いものやケースの背面が滑
り易いものなどの場合には傾斜角度を小さくするなどの調節が可能であるため、種々の携
帯端末機器に対応することが可能である。そして何よりも専用のスタンドであって、抽象
形状のものや具象形状のもの後者の場合にはキャラクターものとするなど、意匠等に工夫
を凝らすことも可能となるため、美観や興趣を催させるようなスタンドを提供することが
できる。
【０００７】
　さて前記滑落防止手段が、受け台の面上に設けられたシリコンゴムなどの摩擦抵抗の大
きな滑落防止面であるものとしても良い。この面の摩擦抵抗により携帯端末機器を止めて
おくことができる。なおこの滑落防止面に粘着性を持たせるようにしても良い。
【０００８】
　また前記滑落防止手段が受け台の縁部に設けた凸部であるものとしても良い。この凸部
に携帯端末機器が引っ掛って滑落防止となる。
【０００９】
　また前記角度調節手段が、軸受けと回動軸との組から成るものとしても良い。例えば脚
部側に軸受けを設けて、この軸受けに受け台側を回動軸で止めるように構成するのである
。あるいは受け台側に軸受けを設けるようにしても良い。
【００１０】
　また前記角度調節手段が球体継手を用いたものであるものとしても良い。これによれば
上下方向のみならず左右や斜め方向の角度を調節することができる。
【００１１】
　また前記角度調節手段がフレキシブルに設けられた脚部によるものであるものとしても
良い。脚部を曲げて方向を変えることで受け台の傾斜角度を変えることができる。なおこ
のものでも上下方向のみならず左右や斜め方向の角度を変えることが可能である。
【００１２】
　また受け台の携帯端末機器を受ける側の面とこれとは反対側の脚部に取り付けられる側
の面とが並行面を形成しておらず、脚部に取り付けられる側の面が脚部に対して受け台を
回転させるための実質的な回転手段を介して取り付けられているものとしても良い。これ
は角度調節手段の一つである。
【００１３】
　この受け台の縦断面を見ると略クサビ形状あるいは略台形形状を呈しているため、脚部
に取り付けられる側の面（裏面）で回転させると、携帯端末機器を受ける側の面（表面）
は傾斜角が変わりながら回転して１回転で元に戻る。従ってこの回転角度を、半回転など
回転させた時に取る傾斜角度と１回転させた時に取る傾斜角度と、の複数値（最小は２値
）にて角度調節が行なえるのである。なお上記で実質的なと言うのは、例えば受け台が脚
部に対して着脱自在に、且つ受け台を脚部から外して回転させてから脚部に取り付けるこ
とができるように、構成したものであっても良いためである。例えば受け台を脚部に面フ
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ァスナーにて着脱できるように構成する。
【発明の効果】
【００１４】
　この発明は、携帯端末機器の専用スタンドとして十分に楽しむことができる。また傾斜
して設けた受け台の上に置いた携帯端末機器は置いたり取ったりというアクセスが容易に
なると共に、携帯端末機器の視認性が向上している。また受け台が滑落防止手段を備えて
いることによって、携帯端末機器を受け台の上に無造作に置いたとしても受け台が携帯端
末機器を取り零すような問題が生じにくく、且つ受け台の傾斜角度を調節するための角度
調節手段を備えているため、重量やケースの表面の滑り易さなどが異なる携帯端末機器毎
に傾斜角度を調節することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１５】
　以下この発明の実施形態を図面を参照しつつ説明するが、この発明はこれ等の実施形態
にのみ限定されるものではなく、各種のバリエーションを与えることが出来る。なお以下
では説明の便利のために携帯端末機器に携帯電話機を用いる例を上げるが、特にこれに限
定されるものでもない。
【００１６】
　第１実施形態
　図１及び図２はこの実施形態の携帯電話機用のスタンドを表わす。図中符号３が指す台
座は野球のヘルメットのデザインになるものであり、符号１が指す携帯電話機用のスタン
ドはユニフォームのシャツをデザインしたものである。台座３にはポールが立設されてお
り、この頂部の軸受け３２にスタンド１の背面に設けられた軸受け１０が、回動軸３３を
以て上下方向に回動自在に取り付けられている。また前記スタンドの表面にはシリコンゴ
ム素材になる滑り止め２が張り付けられている。シリコンゴムには多少の粘着性がある。
なおフェルト３０は台座３の裏面に張り付けられており、台座３のクッションの役目と共
に滑り止めの役目を担う。
【００１７】
　例えば台座３を机上に置くと、スタンド１は傾斜状態で待機する状態となる。そこでこ
のスタンド１の上に携帯電話機Ｋをポンと置くことができるが、この際にスタンド１の表
面にはシリコンゴム素材の滑り止め２が設けられているため、この摩擦力によって携帯電
話機Ｋは良く保持される。
【００１８】
　ここで例えば携帯電話機Ｋの置き易さ、取り易さ、見易さのためにスタンド１の傾斜角
度を変更したいとする場合には、あるいは滑り止め２があるとは言えより滑りにくくする
ために傾斜角度を小さくしたいとする場合には、回動軸３３を介して取り付けられた軸受
け１０，３２の角度を変えることによって容易に調節することができる。
【００１９】
　なお台座３の裏面の滑り止めにゴムを用いても良いし、スタンドの表面の滑り止めにフ
ェルトなどの布材料を用いても良い。或いはシリコンゴム素材の滑り止め２の表面に凹凸
を形成するなども自由である。またスタンド１や台座３の形状は具象形以外の形状であっ
ても良い。
【００２０】
　第２実施形態
　この実施形態の携帯電話機用のスタンドは、図３で表すように、上述した第１実施形態
の携帯電話機用のスタンドとほぼ同じ構成であるが、一部滑落防止手段が異なる。すなわ
ちスタンド４は、シリコンゴム素材の滑り止め２の代わりに、スタンド４の下縁部に底縁
凸部４１を備えている点に特徴を有する。図中で符号４０は軸受けを指す。
【００２１】
　この底縁凸部４１がスタンド４の表面に置かれた携帯電話機Ｋのスタンド４からの滑り
落ちを防止するのである。なおこの底縁凸部４１の両側に鎖線で示すような側縁凸部４２
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を設けても良い。これによれば左右両サイドからの滑り落ちが防止される。
【００２２】
　第３実施形態
　この実施形態の携帯電話機用のスタンドが上述した第１実施形態のものと異なる点は、
台座５が野球のボールを模したものである点と角度調節手段に球体継手５１を用いている
点とである。図４で表すように台座５に立設したポール５０の頂部には前記球体継手５１
が設けられている。この球体継手５１に上述したスタンド１の背面に設けられたアーム１
１が、その先端部の球体１２を填め込むようにして取り付けられている。
【００２３】
　この球体継手５１を用いた構成によれば、スタンド１は上下方向に回動自在であるばか
りでなく、左右方向にも、あるいはこれ等の中間方向にも回動させることができるのであ
る。このような角度を変える操作は面白いものである。
【００２４】
　第４実施形態
　この実施形態の携帯電話機用のスタンドは、図５で示すように、野球のボールを模した
台座６の上に立設したフレキシブルアーム６０の頂部に、スタンド１の背面を接続固定し
て成るものである。またスタンド１の表面にはシリコンゴム素材の滑り止め２が設けられ
ている。なおフレキシブルアーム６０はその軸の周りにツイストさせることが可能なもの
としたため、図５の正面図ではスタンド１を左方向に９０度回転させた状態を描いてある
。
【００２５】
　フレキシブルアーム６０には、中空の内部に電線を通す目的などに用いられるフレキシ
ブルチューブと同様の構成のものや、屈曲することが自在な針金の周りをプラスチックで
被覆して成るもの、などを任意に採用して良い。
【００２６】
　第５実施形態
　さて図６はこの実施形態の携帯電話機用のスタンドを表わす。図中で符号８が指す台座
は野球のボールを半分に割ったデザインになるものであり、この台座８にはポール８０が
立設されており、この頂部付近は１２０度の角度が付けられてその先端部に回転板８１が
設けられており、この回転板８１は回転スタンド７の背面に固定されている。なお回転ス
タンド７の表面にはシリコンゴム素材になる滑り止め２が張り付けられている。
【００２７】
　前記回転スタンド７の背面を回転面７０とすると、前記滑り止め２が張り付けられてい
る所の回転スタンド７の表面は、回転面７０とは並行ではなく、角度が付けられて傾斜面
７１とされている。図６はこの実施形態を側面方向から見たものであるが、回転スタンド
７は台形状を呈している。
【００２８】
　図６では傾斜面７１はポール８０に対して略３０度の傾斜角となっているが、回転スタ
ンド７を１８０度ほど回転させると回転スタンド７の表面は鎖線で示した傾斜面７１’で
表される状態となるのである。すなわち傾斜面７１’がポール８０に対して略６０度の傾
斜角となる。これによってこの実施形態のスタンドも角度調節手段を備えていることにな
る。
【００２９】
　その他の実施形態
　上述した実施形態では、底面の平らな台座３，５，６，８を用いて机上などに立てて置
くための構成としているが、壁面に取り付けるような場合にはこの台座の代わりに、磁石
、クリップ、粘着材、吸盤、面ファスナーなどの取り付け具を備えたものとすることがで
きる。
【産業上の利用可能性】
【００３０】
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　上述した実施形態では、携帯電話機やＰＤＡや携帯音楽プレーヤなどの携帯端末機器を
置くためのスタンドを説明して来たが、これを携帯端末機器の展示用のスタンドとするこ
とが可能である。また携帯端末機器以外にも、化粧品や書籍やアクセサリーなど、幅広い
展示の用途が考えられる。何れにしても商品をセットしたりピックアップしたりすること
が容易であり便利である。
【図面の簡単な説明】
【００３１】
【図１】　第１実施形態の正面図である。
【図２】　同実施形態の側面図である。
【図３】　第２実施形態の側面図である。
【図４】　第３実施形態の側面図である。
【図５】　第４実施形態の正面図である。
【図６】　第５実施形態の側面図である。
【符号の説明】
【００３２】
１　　スタンド
１０　軸受け
１１　アーム
１２　球体
２　　滑り止め
３　　台座
３０　フェルト
３１　ポール
３２　軸受け
３３　回動軸
４　　スタンド
４０　軸受け
４１　底縁凸部
４２　側縁凸部
５　　台座
５０　ポール
５１　球体継手
６　　台座
６０　フレキシブルアーム
７　　回転スタンド
７０　回転面
７１　傾斜面
８　　台座
８０　ポール
８１　回転板
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